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ついに５時間におよぶ理論試験が始まった！
僕らOBも別室で問題に挑みました！

↓第１ホール

↑多目的ホール

風邪ひいてます→
(鼻水をかむK班長)



講評担当：谷内

前半は特殊相対論を導出させる問
題。（類題:物理チャレンジ2005第一

問）
ローレンツ変換を導き，GPSの相対

論補正を考察させる問題。
誘導が丁寧で、誘導に従ってとけば
結論まで至れる、良問。
観測者が３つあり、どの観測者が何
を観測しているのか、ということの理
解がややこしかったかもしれない。

（おまけ）問題中の図がかなり現実
味を帯びてる（?）というより、そこま

で観測者のシルエットにこだわらなく
ても・・・。
というのは嘘で、見てて心がなごみ
ました（笑）



講評担当：野添、(ほか数名)

前半はかぐや（SELENE）をネタにした問題。

問題の内容には直接は関係しませんが、
かぐやのハイビジョンカメラの撮影した映像
を見て安らぎましょう！

画像下側は月面、正面は地球です（そんな
の誰でも知ってるよ！）

作題者江尻先生からのコメント
(次号で全問について詳細掲載予定)

下の写真は地球が宇宙の中の一つの星に
すぎないことを証明した、素晴らしい写真な
んですよ！

後半は電磁気学の歴史をモチーフ
にした問題。
科学史もおもしろいよねー！



講評担当：谷崎、西口

見た目は難解だが，問題文の説明が
詳しいので辛抱強く考えれば解答でき
るだろう。文字が多いので計算ミスが
あるかもしれないが、問８でこれまで
の計算の正しさが確認できる。

最後の問いは、電子と陽子から中性
子が生じて、中性子のみの縮退圧で
平衡状態に達することに気づければ、
問11の解答で電子の質量を核子の質
量で置き換え、y = 1 として解答はすぐ

に導ける。

誘導に従って解いていけば、白色矮
星と中性子星について理解すること
ができる、物理チャレンジ史に残る名
作である。

（おまけ１）OBも計算ミスりました。5/3
乗は手計算でも何とかなる？？？

（おまけ２）微積ができないと・・・。



理論問題を出題した先生方に出題意図などを
きいてみた。

第2問A
江尻先生

かぐやの地球の出
の撮影によって、地
球もただの天体に
過ぎないことが示さ
れた。そんな楽しい
実験に関する楽し
い楽しい問題を作り
たかった。

第2問B
池田先生

ビオ（ラプラスの再来と騒がれたほど
の天才だったらしい）が、有限長さの
電流による磁力を決定した巧妙な方
法を知ってほしかった。
19世紀フランスでは電磁気学を場の

理論としてではなく、ニュートン力学に
縛られた力の概念に囚われたために
ファラデーらの場の理論の考え方か
ら後れを取ることとなってしまったので
あった。



第3問
常深先生

Q 昔から背が高かったんですか？
A 最初から大きかったわけではなく、中

学生では普通でした。

Q 問題を作る上で苦労した点は？
A 内容は大学院の講義の入門なので

すが、中高生でも解けるように、言葉の
選び方や、近似の方法などに気を配り
ました。また、実感がわくように数値で
答えが出てくるような問題が面白いと思
いました。

Q 微積が使われていますが？
A ある程度は仕方ないです。でも、係

数よりもパラメータの依存を大切にして
います。



←試験開始前の緊張した様子

試験終了後のほっとした様子→

↑チャレンジ、チャレンジ？？





ブラックホール
の不思議に皆
興味津々。

←液体窒素で
風船がしわくちゃに！！
ときどき風船爆発！？

磁石は・・・どっち！？→



←腹が減っては戦はできぬ。みな理論試験が
気になる・・・。

↑フィジックスライヴのあとの夕食、豪華である。
デザートはピオーネ！

←試験の後、ほっと一息、癒しのカレーライス。



先生方が隣で歓談している中、
今回は去年のオリンピック候補者だった
高橋さんが手伝ってくれました。
多くの物理チャレンジ経験者が卒業後
も手伝ってくれています。皆さんも是非
積極的に協力してくださいね。（高倉）

（おまけ）
怪しい実験を
する西口さん
→


